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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 本論文は，内部侵食による浸透水の影響に伴う地盤の崩壊現象の予測に資する数値解析手法の構

築のために，主に流体解析のツールとして発展してきたIncompressible Smoothed Particle Hydrodyn

amicsと土粒子の運動解析に適するDiscrete Element Methodを組み合わせた新しい解析手法を提案

している．そして，これまで解析が困難であった浸透崩壊問題を改良手法で解析できることを示し

ており，今後の内部侵食に伴う地盤の崩壊予測への展開が期待できるものであり，計算力学および

地盤工学上，寄与するところが大きい．よって本論文は博士（工学）の学位に値するものと認める． 

 


